
・ ・ ・ ・・・
『ふつうのくらしのしあわせ＝ふくし』について、大学生と一緒に考えてみませんか？
きっと、ふくしについて知りたくなるはず。
※当日は「『障害』をどう標記するのか」について話し合います。
詳しくは裏面の「障害」をどう標記するか を読んでね☻

参加費：無料

日時：2019年7月27日(土)

時間：13:00～15:00 受付：12:30～
会場：日本福祉大学 美浜キャンパス

コミュニティセンター(11号館) 3階

プログラム：

13:00～ 開会

13:10～13:40 福祉系大学で学ぶ「ふくし」とは

13:50～14:45   「『障害』をどう標記するのか」

～高校生と大学生で考えてみよう～

14:45～15:00 講評・閉会

申し込み：裏面参照

日本福祉大学主催

日本福祉大学の学生と高校生の交流イベント
「高校生・大学生のつどい」を今年も開催します。

高校生・大学生のつどい

～福祉を学ぶ大学生と高校生の交流～

お申込み先（お問い合わせ先）
日本福祉大学 福祉教育研究フォーラム係

🏣🏣460-0012 愛知県名古屋市中区千代田5-22-35 北館1階

TEL：052-242-3045
MAIL：forum19@ml.n-fukushi.ac.jp

。



『高校生・大学生のつどい』会場
コミュニティセンター

３階 ホール

FAXまたはメールにてお申込ください

【必要事項】

①代表者氏名 ②メールアドレス

③高校名 ④代表者連絡先

⑤参加者氏名（複数の場合）

お申込方法

代表者

氏名（ふりがな）

代表者当日連絡先

高校名

参加者 氏名（ふりがな） 学年 該当するものに☑を付ける

NO.1 年 □高校生 □教員 □保護者

NO.2 年 □高校生 □教員 □保護者

NO.3 年 □高校生 □教員 □保護者

NO.4 年 □高校生 □教員 □保護者

NO.5 年 □高校生 □教員 □保護者

「障害」をどう標記するか

障害の標記の仕方はたくさんあります。障害、障がい、障碍、あるいは

チャレンジドといった言い方もあります。どれが正しいかは決まっていません。
それぞれに理由や考え方の違いがあります。みなさんなら、どんな標記が
正しいと考えますか？

参加申し込みフォーム
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